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連
載 
私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑱

�

─
和
光
市
─

和
光
市
は
、
隣
の
朝
霞
市
と

共
に
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
雑

木
林
と
し
て
、
国
木
田
独
歩
の

「
武
蔵
野
」
等
で
紹
介
さ
れ
東

京
近
郊
の
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

川
越
街
道
の
南
西
は
広
沢
原

と
い
う
広
大
な
原
野
で
茅
や
す

す
き
や
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
い

ま
し
た
。
荒
川
ぞ
い
の
低
地
に

は
広
大
な
水
田
が
広
が
り
、
秋

に
は
一
面
に
稲
穂
が
黄
金
色
に

輝
き
、
平
和
な
田
園
風
景
で
し

た
。ま

た
台
地
（
武
蔵
野
台
地
）

で
と
れ
た
野
菜
は
、
牛
車
に
積

ん
で
東
京
の
野
菜
市
場
（
や
っ

ち
ゃ
ば
）
に
売
り
に
い
っ
て
い

ま
し
た
。
野
菜
の
う
ち
特
に
有

名
だ
っ
た
の
は
ご
ぼ
う
で
、
新

倉
ご
ぼ
う
の
名
で
関
西
方
面
ま

で
出
荷
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。し

か
し
昭
和
に
な
る
と
振
武

台
の
陸
軍
予
科
士
官
学
校
や
中

央
工
業
㈱
と
い
う
大
き
な
軍
需

工
場
が
建
ち
、
機
関
砲
・
機
関

銃
・
ピ
ス
ト
ル
等
の
鉄
砲
を
造

っ
て
い
ま
し
た
。
東
上
線
の
線

路
ぞ
い
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
機
関
銃
と
ピ
ス
ト
ル
の
試
射

場
が
あ
り
、
地
下
鉄
の
線
路
を

敷
く
た
め
に
壊
さ
れ
ま
し
た
。

又
終
戦
後
は
昭
和
二
十
年
九

月
に
米
第
八
軍
第
一
騎
兵
師
団

が
進
駐
し
、
在
日
米
軍
基
地
の

中
心
と
な
る
「
キ
ャ
ン
プ
朝

霞
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
の
朝
鮮
戦
争

勃
発
と
共
に
重
要
な
兵
站
基
地

と
な
り
、
往
年
の
武
蔵
野
の
景

観
は
失
わ
れ
基
地
の
街
と
し
て

悲
し
い
苦
痛
の
時
代
を
経
験
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
朝
鮮
戦
争
終

結
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
本
田

技
研
工
業
が
大
和
町
に
進
出
し

和
光
の
都
市
化
の
第
一
歩
と
な

り
、
大
和
町
は
県
下
有
数
の
裕

福
な
町
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
豊
か
な
財
政
を
背
景
に

大
和
町
は
教
科
書
の
無
償
配

布
・
国
民
保
険
の
七
割
給
付
と

い
っ
た
当
時
と
し
て
は
先
進
的

な
行
政
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

和
光
市
に
は
明
る
い
歴
史
も

あ
り
ま
す
。

今
か
ら
一
五
〇
年
程
前
、
一

八
七
六
年
に
『
関
沢
明
清
』
と

い
う
人
が
、
孵
化
養
殖
が
進
ん

で
い
る
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
で

こ
の
技
術
を
調
べ
た
り
、
缶
詰

め
製
造
法
を
学
ん
で
政
府
の
事

業
と
し
て
、
日
本
最
初
の
鮭
と

鱒
の
人
工
孵
化
と
養
殖
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

和
光
市
白
子
の
今
の
熊
野
神

社
境
内
の
所
で
す
。

当
時
の
白
子
村
に
は
海
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
湧
水
が

あ
り
、
水
温
が
鮭
や
鱒
の
人
工

孵
化
に
最
も
適
し
て
い
た
の
で

す
。そ

し
て
白
子
養
魚
場
で
孵
化

し
た
鮭
の
赤
ち
ゃ
ん
を
荒
川
・

玉
川
・
木
曽
川
・
相
模
川
等
に

放
流
さ
れ
、
五
年
後
に
相
模
川

で
多
く
の
鮭
が
上
流
に
上
が
っ

て
来
た
と
の
こ
と
で
す
。

白
子
養
魚
場
は
一
八
九
〇
年

に
人
工
孵
化
養
殖
試
験
の
成
功

を
果
た
し
て
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
。

♪
叱
ら
れ
て　

叱
ら
れ
て

あ
の
子
は
町
ま
で

　
　
　
　

お
使
い
に

こ
の
子
は
坊
や
を

　
　
　
　

ね
ん
ね
し
な

夕
べ
淋
し
い　

村
は
ず
れ

こ
ん
と
狐
が

　
　
　
　

鳴
き
ゃ
せ
ん
か

こ
の
「
叱
ら
れ
て
」
他
「
靴

が
鳴
る
」「
雀
の
学
校
」
等
日

本
を
代
表
す
る
童
謡
の
作
詞

家
・
清
水
か
つ
ら
は
東
京
深
川

で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
関
東
大

震
災
で
焼
け
出
さ
れ
母
の
実
家

（
新
倉
村
）
に
近
い
白
子
村

（
今
の
白
子
二
丁
目
）
に
移
り

住
み
ま
し
た
。

「
叱
ら
れ
て
」
の
歌
の
風
情

に
似
た
白
子
周
辺
の
風
景
を
愛

し
て
、
自
宅
か
ら
吹
上
観
音
ま

で
を
よ
く
散
歩
し
、
晩
年
発
表

さ
れ
た
「
緑
の
そ
よ
風
」
は
、

吹
上
観
音
周
辺
の
イ
メ
ー
ジ
で

書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。現

在
東
武
東
上
線
成
増
駅
南

口
に
か
つ
ら
を
記
念
し
た
『
う

た
の
時
計
塔
』
が
建
ち
、
白
子

橋
の
欄
干
に
も

〝
お
手
々
つ
な
い
で
─
─
─
〟

の
『
く
つ
が
鳴
る
』
の
歌
詞
が

彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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